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日向川

豊川

　酒
田
港
は
古
く
か
ら
日
本
海
沿
岸
や

内
陸
河
川
交
通
の
要
衝
と
し
て
多
く
の

豪
商
が
軒
を
並
べ
た
。
な
か
で
も
二
木

家
・
鐙
屋
・
本
間
家
等
は
、
酒
田
港
の

象
徴
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ

て
い
る
。
寛
文
12
年
（
1
6
7
2
）、

河
村
瑞
賢
に
よ
る
西
廻
り
航
路
の
開
拓

で
酒
田
港
は
繁
盛
し
、
江
戸
中
期
に
は

廻
船
問
屋
が
97
軒
を
数
え
る
な
ど
、
嘉

永
・
安
政
の
頃
は
酒
田
港
全
盛
の
時
代

で
あ
っ
た
。

　し
か
し
、
河
口
港
と
し
て
発
達
し
た

酒
田
港
は
、
最
上
川
下
流
部
に
お
け
る

乱
流
や
大
洪
水
に
よ
る
流
出
土
砂
の
た

め
、
港
口
の
水
深
維
持
が
困
難
で
あ
っ

た
。
明
治
に
は
帆
船
か
ら
汽
船
に
変
わ

り
、
船
舶
が
大
型
化
す
る
に
つ
れ
て
港

の
利
用
度
は
低
下
し
、
衰
微
を
ま
ぬ
が

れ
な
か
っ
た
。
明
治
17
年
、
政
府
は
最

上
川
航
路
の
改
良
を
目
的
と
し
た
治
水

工
事
を
起
こ
し
、
河
口
港
と
し
て
の
悪

条
件
を
克
服
し
て
き
た
。
近
代
設
備
の

整
っ
た
酒
田
港
は
大
型
外
国
船
の
入
港

が
目
立
ち
、
昭
和
45
年
に
は
北
港
地
区

の
建
設
に
着
手
、
昭
和
49
年
11
月
に
は
、

第
一
船
が
入
港
し
、
北
港
の
開
港
式
典

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
4
年
に
は

中
国
黒
龍
江
省
と
の
新
航
路
「
東
方
水

上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
が
、
平
成
7
年
に
は

釜
山
港
と
の
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
開

設
さ
れ
た
。

　以
後
、
貨
物
取
扱
量
の
増
加
に
向
け

た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致
に
よ
る
観
光
振
興
等
官
民
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
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入港船舶

クルーズ船など

内航フィーダー船「みわ」

　親しまれる港づくりとして、クルーズ船入港時にはセレモニーや船内見学会
を、自衛艦や海上保安庁の巡視船入港時には体験乗船などを行っています。
　貨物のみならず人と人の新たな出会いと絆の場を提供するのも港の大きな
役割です。

外国船籍クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」

SUNNY IRIS（高麗海運（株）SUNNY IRIS（高麗海運（株））HEUNG-A JANICE（長錦商船（株））HEUNG-A JANICE（長錦商船（株）） STAR CHASER（南星海運（株））

工業塩

木質ペレット

内航クルーズ船「にっぽん丸」

金属くず

　酒田港の取扱貨物は、オーストラリアなどからの石炭等の輸入が多くの割合を占めています。またコンテナ貨物では、日用

品関連の輸出や、木製品、化学薬品、製造食品の輸入など、中国、フィリピンをはじめ多くの国 と々の交易が行われています。

国内物流
■令和５年移出入貨物品種別表

コンテナ貨物（空コンテナ含む）
■コンテナ貨物推移表

国際物流
■令和５年輸出入貨物品種別表

取扱貨物
■海運貨物推移表

※端数処理の関係で、合計値が異なる場合があります。

輸　出

輸　入

移　出

移　入

■令和５年コンテナ貨物
　主要品種別輸出入表

実入りコンテナ
輸　出

実入りコンテナ
輸　入

総数（空コンテナ込）
輸移出

総数（空コンテナ込）
輸移入

■令和５年入港船種別表

隻数
1,905隻

外航商船
198隻

（10.4%）

内航商船
394隻

（20.7%）

漁船
951隻

（49.9%）

避難船 0隻（0.0%）

総トン数
3,885,124トン

外航商船
2,876,943トン
（74.1%）

内航商船
888,721トン
（22.9%）

その他 92,696トン（2.4%）

その他
362隻

（19.0%）

避難船 0トン（0.0%）漁船 26,764トン（0.7%）

■令和５年コンテナ貨物国別輸出入表

40050 100 150 200 250 300 3500

単位：万トン

令和５年 169 2215 63 269

令和４年 192 3318 66 309

令和元年 206 3430 62 332

167 2425 63 279令和２年

令和３年 202 3524 62 323 取扱貨物量
2,695,188トン

石炭
1,487,795トン
（55.2%）

揮発油及び
その他の石油
293,087トン
（10.9%）

セメント
122,798トン
（4.6%）

窯業品
151,973トン
（5.6%）

その他56品目
542,923トン
（20.1%）

木材チップ及び薪炭
96,612トン
（3.6%）

輸出
147,076トン

その他日用品
20,630トン
（14.0%）

金属くず
66,217トン
（45.0%）

窯業品
38,114トン
（25.9%）

中国 19,600トン

台湾
18,089トン

ベトナム
10,042トン

韓国 
　　　　38,114トン

韓国
38,086トン

その他 22,115トン（15.0%）

その他 1,030トン
その他 22,115トン

輸入
1,692,374トン

石炭 1,487,795トン（87.9%）

その他 
107,967トン（6.4%）

木材チップ及び薪炭 96,612トン（5.7%）

カナダ 261,094トン

 その他 15,501トン
オーストラリア
1,106,566トン

中国 80,881トン
その他 39,254トン
カナダ 81,111トン

移出
225,921トン

石材
70,732トン
(31.3%)

窯業品
105,154トン
（46.5%）

新潟県 31,737トン

新潟県 8,409トン

非金属鉱物
26,943トン
（11.9%）

その他 4,755トン

北海道 13,779トン

その他
23,092トン（10.2%）

その他 4,026トン

新潟県 65,447トン

北海道 59,341トン

福岡県 10,050トン

山形県 5,285トン
移入

629,817トン

揮発油
209,150トン
（33.2%）

セメント
122,798トン
（19.5%）

北海道 24,809トン

新潟県
82,373トン

茨城県 95,747トン

宮城県 28,402トン
神奈川県 44,372トン

その他 15,820トン

福岡県 30,111トン北海道 56,676トン

その他 14,580トン
宮城県 12,596トン

その他 10,314トン

青森県 47,630トン

北海道 16,270トン

その他 17,241トン

広島県 63,200トン

その他石油
83,852トン
（13.3%）

砂利・砂
81,141トン（12.9%）

原塩 63,200トン（10.0%）
その他
69,676トン
（11.1%）

中国
4,558TEU
（49.0%）

その他 
1,732TEU
（18.7%）

フィリピン
1,108TEU
（11.9%）

韓国
897TEU
（9.6%）

取扱貨物量
9,297TEU

アメリカ
433TEU
（4.7%）

タイ
569TEU
（6.1%）

7カ国 117TEU

3カ国 330TEU

2カ国 44TEU
その他
2,438TEU
（43.4%）

輸入
5,622TEU 化学薬品

724TEU（12.9%）

5カ国 482TEU

中国 391TEU

フィリピン 991TEU

中国 496TEU

4カ国 333TEU

自動車部品 482TEU（8.6%）

製造食品
613TEU（10.9%）

豆類 330TEU（5.9%）

木製品
1,035TEU（18.4%）

その他日用品
2,059TEU（56.0%）

中国
1,960TEU 

5カ国 282TEU
5カ国 99TEU 

8カ国 196TEU 
7カ国 238TEU 

2カ国 191TEU 

自動車部品 196TEU（5.3%）

再利用資材 238TEU（6.5%）

輸出
3,675TEU

原木 191TEU（5.2%）

その他 709TEU（19.3%）

その他製造工業品 282TEU（7.7%）

50000

45000

40000

35000

30000

25000

20000

15000

10000

5000

0
令和2年

21,87921,879

8,245

13,634

36,01836,018

18,498

17,520

令和3年

18,61318,613

7,716

10,897

30,94630,946

15,292

15,654

令和5年

9,2979,297

5,622

3,675

14,26114,261

6,996

7,265

令和4年

13,76313,763

6,579

7,184

22,03022,030

11,608

10,422

令和元年

25,32925,329

8,506

16,823

41,10041,100

20,281

20,819

■令和５年品種別取扱貨物表
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入港船舶

クルーズ船など

内航フィーダー船「みわ」

　親しまれる港づくりとして、クルーズ船入港時にはセレモニーや船内見学会
を、自衛艦や海上保安庁の巡視船入港時には体験乗船などを行っています。
　貨物のみならず人と人の新たな出会いと絆の場を提供するのも港の大きな
役割です。

外国船籍クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」

SUNNY IRIS（高麗海運（株）SUNNY IRIS（高麗海運（株））HEUNG-A JANICE（長錦商船（株））HEUNG-A JANICE（長錦商船（株）） STAR CHASER（南星海運（株））

工業塩

木質ペレット

内航クルーズ船「にっぽん丸」

金属くず

　酒田港の取扱貨物は、オーストラリアなどからの石炭等の輸入が多くの割合を占めています。またコンテナ貨物では、日用

品関連の輸出や、木製品、化学薬品、製造食品の輸入など、中国、フィリピンをはじめ多くの国 と々の交易が行われています。

国内物流
■令和５年移出入貨物品種別表

コンテナ貨物（空コンテナ含む）
■コンテナ貨物推移表

国際物流
■令和５年輸出入貨物品種別表

取扱貨物
■海運貨物推移表

※端数処理の関係で、合計値が異なる場合があります。

輸　出

輸　入

移　出

移　入

■令和５年コンテナ貨物
　主要品種別輸出入表

実入りコンテナ
輸　出

実入りコンテナ
輸　入

総数（空コンテナ込）
輸移出

総数（空コンテナ込）
輸移入

■令和５年入港船種別表

隻数
1,905隻

外航商船
198隻

（10.4%）

内航商船
394隻

（20.7%）

漁船
951隻

（49.9%）

避難船 0隻（0.0%）

総トン数
3,885,124トン

外航商船
2,876,943トン
（74.1%）

内航商船
888,721トン
（22.9%）

その他 92,696トン（2.4%）

その他
362隻

（19.0%）

避難船 0トン（0.0%）漁船 26,764トン（0.7%）

■令和５年コンテナ貨物国別輸出入表

40050 100 150 200 250 300 3500

単位：万トン

令和５年 169 2215 63 269

令和４年 192 3318 66 309

令和元年 206 3430 62 332

167 2425 63 279令和２年

令和３年 202 3524 62 323 取扱貨物量
2,695,188トン

石炭
1,487,795トン
（55.2%）

揮発油及び
その他の石油
293,087トン
（10.9%）

セメント
122,798トン
（4.6%）

窯業品
151,973トン
（5.6%）

その他56品目
542,923トン
（20.1%）

木材チップ及び薪炭
96,612トン
（3.6%）

輸出
147,076トン

その他日用品
20,630トン
（14.0%）

金属くず
66,217トン
（45.0%）

窯業品
38,114トン
（25.9%）

中国 19,600トン

台湾
18,089トン

ベトナム
10,042トン

韓国 
　　　　38,114トン

韓国
38,086トン

その他 22,115トン（15.0%）

その他 1,030トン
その他 22,115トン

輸入
1,692,374トン

石炭 1,487,795トン（87.9%）

その他 
107,967トン（6.4%）

木材チップ及び薪炭 96,612トン（5.7%）

カナダ 261,094トン

 その他 15,501トン
オーストラリア
1,106,566トン

中国 80,881トン
その他 39,254トン
カナダ 81,111トン

移出
225,921トン

石材
70,732トン
(31.3%)

窯業品
105,154トン
（46.5%）

新潟県 31,737トン

新潟県 8,409トン

非金属鉱物
26,943トン
（11.9%）

その他 4,755トン

北海道 13,779トン

その他
23,092トン（10.2%）

その他 4,026トン

新潟県 65,447トン

北海道 59,341トン

福岡県 10,050トン

山形県 5,285トン
移入

629,817トン

揮発油
209,150トン
（33.2%）

セメント
122,798トン
（19.5%）

北海道 24,809トン

新潟県
82,373トン

茨城県 95,747トン

宮城県 28,402トン
神奈川県 44,372トン

その他 15,820トン

福岡県 30,111トン北海道 56,676トン

その他 14,580トン
宮城県 12,596トン

その他 10,314トン

青森県 47,630トン

北海道 16,270トン

その他 17,241トン

広島県 63,200トン

その他石油
83,852トン
（13.3%）

砂利・砂
81,141トン（12.9%）

原塩 63,200トン（10.0%）
その他
69,676トン
（11.1%）

中国
4,558TEU
（49.0%）

その他 
1,732TEU
（18.7%）

フィリピン
1,108TEU
（11.9%）

韓国
897TEU
（9.6%）

取扱貨物量
9,297TEU

アメリカ
433TEU
（4.7%）

タイ
569TEU
（6.1%）

7カ国 117TEU

3カ国 330TEU

2カ国 44TEU
その他
2,438TEU
（43.4%）

輸入
5,622TEU 化学薬品

724TEU（12.9%）

5カ国 482TEU

中国 391TEU

フィリピン 991TEU

中国 496TEU

4カ国 333TEU

自動車部品 482TEU（8.6%）

製造食品
613TEU（10.9%）

豆類 330TEU（5.9%）

木製品
1,035TEU（18.4%）

その他日用品
2,059TEU（56.0%）

中国
1,960TEU 

5カ国 282TEU
5カ国 99TEU 

8カ国 196TEU 
7カ国 238TEU 

2カ国 191TEU 

自動車部品 196TEU（5.3%）

再利用資材 238TEU（6.5%）

輸出
3,675TEU

原木 191TEU（5.2%）

その他 709TEU（19.3%）

その他製造工業品 282TEU（7.7%）
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6,579

7,184

22,03022,030

11,608
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令和元年
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8,506

16,823

41,10041,100
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■令和５年品種別取扱貨物表



■開始　2023（令和 5）年 12 月 9 日

航路/船社

高麗海運
南星海運

土 日 月 火

酒

田
⇒

釜

山

境

港

中国・韓国航路
【週１便】

■運航船舶 QINGDAO TRADER（チンダオトレーダー）、HEUNG-A JANICE（ヒュンガジャニス）、
AKITA TRADER（アキタトレーダー）

■運航開始 2014（平成 26）年 3月 14 日　　※ ３週間航路を３隻でローテーション

航路/船社

長錦商船

韓国航路
【週１便】

火 水 木 金 土 日 月 木 金 土 日 月火 水 火 水 木 金 土 日 月

酒

田
⇒

釜
山
新
港

⇒⇒
仙

台

八

戸

苫
小
牧
⇒
舞

鶴

境

港

釜

山

釜
山
新
港

⇒

清

水

常
陸
那
珂

仙

台

八

戸
⇒

苫
小
牧

釜

山

■運航船舶 STAR CHASER（スターチェイサー）、STAR RANGER（スターレンジャー）、
SUNNY LAVENDER（サニーラベンダー）

■運航開始 2015（平成 27）年 5月 20 日
■航路変更　2023（令和 5）年 10 月 18 日　※ ３週間航路を３隻でローテーション

航路/船社 土 日 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金土 日 土 日 月 火 水 木 金

酒

田
⇒

釜

山

釜
山
／
蔚
山
／
光
陽

光

陽

上

海

　
寧

波

⇒

釜

山

　
⇒
川

崎

常
陸
那
珂

仙

台
⇒
苫
小
牧
⇒ ⇒
石

狩

境

港
高麗海運
南星海運

中国・韓国航路
【週１便】

■運航船舶 みわ
■運航開始 2024（令和 6）年 5月 10 日

航路/船社 金 土 日 月 火 水 木

酒

田

新

潟
⇒
門

司
⇒⇒

鈴与海運
ＣＯＳＣＯ

日本海航路
【週１便】

博

多

P7 参照

定期コンテナ航路利用に係る港湾施設使用料

○高砂ふ頭CFS上屋

指定上屋減免

̶

◆上屋使用料

項　　目 減免内容 使 用 料 適用

 1～15日

 16～30日

31日～

○大浜ふ頭上屋

※令和５年６月１日から令和６年７月 31 日までの適用。使用料は減免後の金額。

20

7.25

14.51

21.77

50％減免 14.51 ※

5 6
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　政府は「物流の２０２４年問題」に対し、①物流の効率化、②荷主・消費者の

行動変容、③商慣行の見直しを柱とした「物流革新緊急パッケージ」を発表し

ました。

　酒田港の内航フィーダー航路開設は、特に国内物流におけるトラック輸送

を船舶輸送に切り替えるモーダルシフトを可能にするもので、政府の目指す

「物流の効率化」に資するものです。

　また、内航フィーダー船によるモーダルシフトは、物流問題の解決に効果

のある新たな物流機能となり、低炭素輸送の実現により二酸化炭素の排出量

削減に大きく寄与するものです。

物流の２０２４年問題とモーダルシフト

　平成30(2018)年６月改正の「働き方改革関連法」に基づき、令和６(2024)年４月１日から「時間外労働時間」について年

間９６０時間の上限規制が適用されました。

　同時に「拘束時間」（労働時間と休憩時間の合計）も短縮されました。

　「時間外労働時間」と「拘束時間」の義務化によりトラック貨物の輸送能力不足が懸念され、社会に与える影響が大きい

とされているのが、「物流の２０２４年問題」です。

ＣＯ２排出原単位（g-CO2/ﾄﾝ・ km）〔2022 年度実績〕

　貨物輸送において、各輸送機関から排出される二酸化炭素の排出

量を輸送量 （トンキロ ： 輸送した貨物重量に輸送距離を乗じたもの）

で割り、単位輸送当たりの二酸化炭素の排出量を試算したもの。

【出典】

国土交通省総合政策局環境政策課

（運輸部門における二酸化炭素排出量）

航路/船社 金 土 日 月 火 水 木

酒

田

新

潟

⇒

門

司

博

多

⇒⇒
鈴与海運
ＣＯＳＣＯ

日本海航路
【週１便】

航路/船社 金 土 日 月 火 水 木

大

分

徳
山
下
松

神

戸

神

戸

⇒

門

司

⇒
鈴与海運
ＣＯＳＣＯ

瀬戸内・北九州航路
【週１便】

（注１） 「Ⅳ　陸送費助成」 と 「Ⅴ　モーダルシフト等促進助成」 のみ重複申請可能です。
（注２） 助成金交付は予算の範囲内で実施します。

助成対象期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

対象者 項　　目 通常料金 減免内容 減免料金 備　　考

●入港料

偶数回目の
入港料免除

※１　総ﾄﾝ数 700t 以上の船舶か
ら徴収

内航船舶 1.26 円 /t → 実質　0.63 円 /t

外航船舶 2.30 円 /t → 実質　1.15 円 /t

●岸壁使用料 ２分の１減免 ※２　総ﾄﾝ数 150t 以上の船舶

　( １） ０時間～ 12 時間以内
内航船舶 5.19 円 /t → 2.60 円 /t

外航船舶 4.72 円 /t → 2.36 円 /t

　( ２） 12 時間超～ 24 時間以内
内航船舶 6.93 円 /t → 3.47 円 /t

外航船舶 6.30 円 /t → 3.15 円 /t

　( ３） 24 時間超
内航船舶 3.46 円 /t → 1.73 円 /t

外航船舶 3.15 円 /t → 1.58 円 /t

●荷役機械使用料 ３分の１減免

　○コンテナクレーン 34,600 円 /30 分 → 23,067 円 /30 分

　○リーチスタッカー 1,920 円 /30 分 → 1,280 円 /30 分

●荷さばき地使用料 101 円 /TEU ・ 日 ２分の１減免 51 円 /TEU ・ 日

●リーファーコンセント使用料 31 円 /kwh ー 31 円 /kwh

荷主

●上屋使用料 指定上屋減免

　○高砂ふ頭ＣＦＳ上屋 20 円 / ㎡ ・ 日 ー 20 円 / ㎡ ・ 日

　○大浜ふ頭上屋

１～ 15 日 14.50 円 / ㎡ ･ 日

２分の１減免

7.25 円 / ㎡ ･ 日

16 ～ 30 日 29.02 円 / ㎡ ･ 日 14.51 円 / ㎡ ･ 日

31 日～ 43.54 円 / ㎡ ･ 日 21.77 円 / ㎡ ･ 日

区分 船　　社 海貨業者
荷　　主

ＦＣＬ貨物 ＬＣＬ貨物

名称
Ⅰ
新規航路 ・増便助成
（船社） 【新】

Ⅱ
新規航路 ・増便助成
（代理店） 【新】

Ⅲ
コンテナ転換
支援助成

Ⅳ
陸送費助成

Ⅴ
モーダルシフト等
促進助成 【新】

Ⅵ
小口混載貨物 (LCL)
助成

趣旨

　新規航路の開設・
増便する船社を助成
し、航路の新設・増便
を促す。

　左記航路のうち内
航航路の代理店業務
を締結する海貨業者
を助成し、内航航路
の新設・増便を促す。

　バルク船からコン
テナ船へ転換を促し、
コンテナ貨物量の増
加を図る。

　酒田港から発着地
までの陸送距離に応
じた助成を行い酒田
港利用を促す。

　物流の2024年問題に
対応してトラック陸送
から海上輸送へモーダ
ルシフトを促し、コンテ
ナ貨物量の増加を図る。

　小口混載貨物輸出
サービス利用荷主を
助成し、小口混載貨
物輸出量の増加を図
る。

対象
・

要件

　①及び②を全て満た
す船社
①  新規に定期航路 （２

週間に１便以上運航
する航路）を開設・増
便する船社

②  予定寄港数の3/4以上
寄港

※ 　助成対象期間中に
航路廃止が判明した
場合は助成対象外。

　左記船社の内航航
路の酒田港代理店と
なる海貨業者

　①～③を全て満たす
荷主
①  バルクの貨物品をコ

ンテナ貨物で輸送
②  貨物重量が150t以上
〔20ft９個以上/回又
は40ft８個以上/回
とする〕の輸送を実施

③  酒田港のコンテナ貨
物量が令和４年度よ
り増加

　年間30TEU以上利
用した荷主

　①又は②を満たす
荷主
①  過去５カ年度の

最高貨物量比で
30TEU以上かつ２
割以上増加

②  過去５カ年度に酒
田港未利用で貨物
量が30TEU未満の
荷主

　酒田港の小口混載
貨物輸出サービスを
利用した荷主

助成対象
貨物量

　年間の実入り貨物量が
年間寄港数×30TEUに満たない貨物量（TEU）

　上記②に該当する
利用貨物量の合計

（TEU）
　利用貨物量（TEU）

　過去５カ年度の最
高貨物量超過分（TEU）

　利用貨物量（㎥又は
ｔいずれか大きい方）

助成単価 15,000 円 /TEU 10,000 円 /TEU 20,000 円 /TEU

酒田港⇔発着地
（片道距離）

  50～ 99km：3,000円/TEU
 100～149km：6,000円/TEU
 150km～　 ：9,000円/TEU

①　20,000 円 /TEU
②　10,000 円 /TEU

5,000 円 / ㎥又はｔ

上限額 1,000万円/航路 780万円/航路 500万円/荷主 100万円/荷主 100万円/荷主 20万円/荷主

申請期間 令和６年６月～12月20日 令和６年６月～令和７年３月10日
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　政府は「物流の２０２４年問題」に対し、①物流の効率化、②荷主・消費者の

行動変容、③商慣行の見直しを柱とした「物流革新緊急パッケージ」を発表し

ました。

　酒田港の内航フィーダー航路開設は、特に国内物流におけるトラック輸送

を船舶輸送に切り替えるモーダルシフトを可能にするもので、政府の目指す

「物流の効率化」に資するものです。

　また、内航フィーダー船によるモーダルシフトは、物流問題の解決に効果

のある新たな物流機能となり、低炭素輸送の実現により二酸化炭素の排出量

削減に大きく寄与するものです。

物流の２０２４年問題とモーダルシフト

　平成30(2018)年６月改正の「働き方改革関連法」に基づき、令和６(2024)年４月１日から「時間外労働時間」について年

間９６０時間の上限規制が適用されました。

　同時に「拘束時間」（労働時間と休憩時間の合計）も短縮されました。

　「時間外労働時間」と「拘束時間」の義務化によりトラック貨物の輸送能力不足が懸念され、社会に与える影響が大きい

とされているのが、「物流の２０２４年問題」です。

ＣＯ２排出原単位（g-CO2/ﾄﾝ・ km）〔2022 年度実績〕

　貨物輸送において、各輸送機関から排出される二酸化炭素の排出

量を輸送量 （トンキロ ： 輸送した貨物重量に輸送距離を乗じたもの）

で割り、単位輸送当たりの二酸化炭素の排出量を試算したもの。

【出典】

国土交通省総合政策局環境政策課

（運輸部門における二酸化炭素排出量）

航路/船社 金 土 日 月 火 水 木

酒

田

新

潟

⇒

門

司

博

多

⇒⇒
鈴与海運
ＣＯＳＣＯ

日本海航路
【週１便】

航路/船社 金 土 日 月 火 水 木

大

分

徳
山
下
松

神

戸

神

戸

⇒

門

司

⇒
鈴与海運
ＣＯＳＣＯ

瀬戸内・北九州航路
【週１便】

（注１） 「Ⅳ　陸送費助成」 と 「Ⅴ　モーダルシフト等促進助成」 のみ重複申請可能です。
（注２） 助成金交付は予算の範囲内で実施します。

助成対象期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

対象者 項　　目 通常料金 減免内容 減免料金 備　　考

●入港料

偶数回目の
入港料免除

※１　総ﾄﾝ数 700t 以上の船舶か
ら徴収

内航船舶 1.26 円 /t → 実質　0.63 円 /t

外航船舶 2.30 円 /t → 実質　1.15 円 /t

●岸壁使用料 ２分の１減免 ※２　総ﾄﾝ数 150t 以上の船舶

　( １） ０時間～ 12 時間以内
内航船舶 5.19 円 /t → 2.60 円 /t

外航船舶 4.72 円 /t → 2.36 円 /t

　( ２） 12 時間超～ 24 時間以内
内航船舶 6.93 円 /t → 3.47 円 /t

外航船舶 6.30 円 /t → 3.15 円 /t

　( ３） 24 時間超
内航船舶 3.46 円 /t → 1.73 円 /t

外航船舶 3.15 円 /t → 1.58 円 /t

●荷役機械使用料 ３分の１減免

　○コンテナクレーン 34,600 円 /30 分 → 23,067 円 /30 分

　○リーチスタッカー 1,920 円 /30 分 → 1,280 円 /30 分

●荷さばき地使用料 101 円 /TEU ・ 日 ２分の１減免 51 円 /TEU ・ 日

●リーファーコンセント使用料 31 円 /kwh ー 31 円 /kwh

荷主

●上屋使用料 指定上屋減免

　○高砂ふ頭ＣＦＳ上屋 20 円 / ㎡ ・ 日 ー 20 円 / ㎡ ・ 日

　○大浜ふ頭上屋

１～ 15 日 14.50 円 / ㎡ ･ 日

２分の１減免

7.25 円 / ㎡ ･ 日

16 ～ 30 日 29.02 円 / ㎡ ･ 日 14.51 円 / ㎡ ･ 日

31 日～ 43.54 円 / ㎡ ･ 日 21.77 円 / ㎡ ･ 日

区分 船　　社 海貨業者
荷　　主

ＦＣＬ貨物 ＬＣＬ貨物

名称
Ⅰ
新規航路 ・増便助成
（船社） 【新】

Ⅱ
新規航路 ・増便助成
（代理店） 【新】

Ⅲ
コンテナ転換
支援助成

Ⅳ
陸送費助成

Ⅴ
モーダルシフト等
促進助成 【新】

Ⅵ
小口混載貨物 (LCL)
助成

趣旨

　新規航路の開設・
増便する船社を助成
し、航路の新設・増便
を促す。

　左記航路のうち内
航航路の代理店業務
を締結する海貨業者
を助成し、内航航路
の新設・増便を促す。

　バルク船からコン
テナ船へ転換を促し、
コンテナ貨物量の増
加を図る。

　酒田港から発着地
までの陸送距離に応
じた助成を行い酒田
港利用を促す。

　物流の2024年問題に
対応してトラック陸送
から海上輸送へモーダ
ルシフトを促し、コンテ
ナ貨物量の増加を図る。

　小口混載貨物輸出
サービス利用荷主を
助成し、小口混載貨
物輸出量の増加を図
る。

対象
・

要件

　①及び②を全て満た
す船社
①  新規に定期航路 （２

週間に１便以上運航
する航路）を開設・増
便する船社

②  予定寄港数の3/4以上
寄港

※ 　助成対象期間中に
航路廃止が判明した
場合は助成対象外。

　左記船社の内航航
路の酒田港代理店と
なる海貨業者

　①～③を全て満たす
荷主
①  バルクの貨物品をコ

ンテナ貨物で輸送
②  貨物重量が150t以上
〔20ft９個以上/回又
は40ft８個以上/回
とする〕の輸送を実施

③  酒田港のコンテナ貨
物量が令和４年度よ
り増加

　年間30TEU以上利
用した荷主

　①又は②を満たす
荷主
①  過去５カ年度の

最高貨物量比で
30TEU以上かつ２
割以上増加

②  過去５カ年度に酒
田港未利用で貨物
量が30TEU未満の
荷主

　酒田港の小口混載
貨物輸出サービスを
利用した荷主

助成対象
貨物量

　年間の実入り貨物量が
年間寄港数×30TEUに満たない貨物量（TEU）

　上記②に該当する
利用貨物量の合計

（TEU）
　利用貨物量（TEU）

　過去５カ年度の最
高貨物量超過分（TEU）

　利用貨物量（㎥又は
ｔいずれか大きい方）

助成単価 15,000 円 /TEU 10,000 円 /TEU 20,000 円 /TEU

酒田港⇔発着地
（片道距離）

  50～ 99km：3,000円/TEU
 100～149km：6,000円/TEU
 150km～　 ：9,000円/TEU

①　20,000 円 /TEU
②　10,000 円 /TEU

5,000 円 / ㎥又はｔ

上限額 1,000万円/航路 780万円/航路 500万円/荷主 100万円/荷主 100万円/荷主 20万円/荷主

申請期間 令和６年６月～12月20日 令和６年６月～令和７年３月10日
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令和２年８月供用開始

ふ頭用地造成（県）

３千㎡

高砂ふ頭西上屋

440V×10 基
220V× ２基

リーファーコンセント

（CFS）上屋　1.4 千㎡

コンテナ・フレート・
ステーション

( オンデッキ 11 列 5 段・13 列 4 段の
コンテナ貨物船にも対応可能 )

１号クレーン更新・大型化

管理棟・ゲート

令和２年８月供用開始

岸壁延伸（国）
高砂ふ頭第２号岸壁　（水深－14m）

9 10



令和２年８月供用開始

ふ頭用地造成（県）

３千㎡

高砂ふ頭西上屋

440V×10 基
220V× ２基

リーファーコンセント

（CFS）上屋　1.4 千㎡

コンテナ・フレート・
ステーション

( オンデッキ 11 列 5 段・13 列 4 段の
コンテナ貨物船にも対応可能 )

１号クレーン更新・大型化

管理棟・ゲート

令和２年８月供用開始

岸壁延伸（国）
高砂ふ頭第２号岸壁　（水深－14m）
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山形県企業立地
促進補助金

酒田市用地取得
助成金

酒田市設備投資
促進助成金

産業立地促進資金

特例

特例

【新設】県の誘致により、県外から新たに進出する製造業等を営む企業（製造業を営む企業及び植物工場を運営する企業）が、県内に土地又は
　　　　 空工場を取得して工場（植物工場を含む）を設置する場合

【増設】既に県内に工場を有する製造業等を営む企業（植物工場を運営する企業を含む）で、事業の高度化等に資するために新たに
　　　　工場を増設する場合（Dについては、本県に立地後5年以内の企業）

1.　土地を除く固定資産の取得額(消費税を除く。以下同じ。)が100億円以上
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が300名以上
3.　用地取得から3年以内の着手、5年以内の操業

県の誘致により、県外から新たに進出する製造業等を営む企業（製造業を営む企業
及び植物工場を運営する企業）が、県内に空工場や設備を賃貸・リースして工場（植
物工場を含む）を設置する場合

県の誘致により、県外から新たに進出する製造業を営む企業で、研究開発機能を設置する企業

1.　土地を除く固定資産の取得額３億円以上
    （空工場の取得の場合は、5000万円以上）
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名（対象経費が15億円を超える場合は20名）以上
3.　用地取得から1年以内の着手、2年（対象経費が15億円を超える場合は3年） 以内の操業

1.　土地を除く固定資産取得額5億円以上
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が ①10名以上　②20名以上
3.　知事の指定を受けた日から1年以内の着手、2年（対象経費が15億円を超える
　　場合は3年）以内の操業
4.　市町村における産業施策等に沿ったものであること

※ 上記の補助制度の他に、有機エレクトロニクス、バイオ、自動車、航空機関連企業への補助率上乗せ制度や雪対策・物流関連施設・デポ関連施設についての支援制度等があります。

1. 製造業等で用地取得面積1,000㎡以上（新設または移設）
2. 新規雇用(a)５名以上（大企業30名以上）
　 または(b)３名以上（大企業10名以上）

1. 酒田市外から進出の製造業、情報サービス業等
2. 用地取得面積1,000㎡以上
3. 新規雇用10名以上（大企業50名以上）

1. 臨海工業団地へ進出した製造業等（新設又は移転）
2. 投下固定資産総額2,000万円超

1. 酒田市外から臨海工業団地へ進出した製造業等（新設）
2. 投下固定資産総額2,000万円超

用地取得額の50％
限度額3億円

固定資産税課税標準額の4.2%（新設）
限度額：1億円
※他法により課税免除等を受けることができるものを除く

1. 本県産業の高度化に資することが期待できるもの
2. 県及び酒田市の認定を受けたもの

建物・設備の賃貸・リース額
補助率：20％
＊操業後5年間を対象とする。但し、リ
  ースの場合は、5ヵ年を限度にリース
  期間の1/2の期間を対象とする。

土地を除く固定資産の所得額
補助率：25％
限度額：10億円

土地を除く固定資産の取得額
補助率：5％
限度額：①0.5億円
　　　 ②1.5億円

土地を除く固定資産の取得額
補助率：10％
限度額：50億円

土地を除く固定資産の取得額
補助率：対象経費が15億円以下の部分は20％
　　　 対象経費が15億円を超える部分は5％
限度額：10億円（20名未満は3億円）

用地取得額の (a)30％ または (b)20％
限度額2億円
（製造業以外は限度額１億円）

固定資産税課税標準額の3.0%（新設又は移転）
限度額：1億円
※他法により課税免除等を受けることができるものを除く

1. 資金使途 運転資金、設備資金
2. 限度額 20億円
3. 償還方法 20年以内（設備資金）、
 15年以内（運転資金）
4. 利率 年0.7％（変動金利）

既に県内に工場を有する製造業等を営む企業（植物工場を運営する企業を含む）が、
県内に空工場や設備を賃貸・リースして工場（植物工場を含む）を増設する場合

建物・設備の賃貸・リース額　補助率：5％
＊操業後5年間を対象とする。但し、リ
  ースの場合は、5ヵ年を限度にリース
  期間の1/2の期間を対象とする。

1.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名以上

1.　土地を除く固定資産の取得額3000万円以上（空工場の取得の場合は、1500万円以上）
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が5名以上
3.　用地取得から１年以内の着手、２年以内の操業

1.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名以上

事業の高度化等に資するために新たに工場を設置し、操業するために必要な固定資
産を取得する場合

1.　土地を除く固定資産の取得額３億円以上
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名（対象経費が15億円を超える場合は20名）以上
3.　知事の指定を受けた日から1年以内の着手、2年（対象経費が15億円を超える
　　場合は3年）以内の操業

土地を除く固定資産の取得額
補助率：対象経費が15億円以下の部分
は20%
対象経費が15億円を超える部分は5%
限度額：10億円（20名未満は3億円）

A

B

C

D

B

C

D

１　土地を除く固定資産取得額３０億円以上
２　新規常用雇用者（人員移転を含む）が３０名以上
３　知事の指定を受けた日から１年以内の着手、３年以内の操業
４　市町村における産業施策等に沿ったものであること

土地を除く固定資産の取得額
補助率：補助対象経費が2０億円以下の部分は1０％
対象経費が2０億円を超える部分は５％
限度額：4億円

A

問合せ
P22 9

問合せ
P22 10

問合せ
P22 10

問合せ
P22 9

問合せ
P22 7

山形県循環型産業施
設整備事業費補助金
（リサイクルポート
立地支援施設・設備
整備事業）

　酒田港に隣接する臨海工業団地には、リサイクル関連企業が進出しています。循環資源貨物の集積が進み、風力・
太陽光・バイオマスの再生可能エネルギー発電施設も立地が進むなど、エネルギーポートとしての役割も担ってい
ます。エネルギー産業の新たな進展による関連分野の企業進出が期待されるエリアです。

酒田港周辺のリサイクル及びエネルギー関連企業

日本海東北自動車道

12.5ha

3
25.4 万人

14
2,150

22,000

、工業地域、準工業地域

380

酒田港周辺の風力発電
発電能力　14,780kW
3,000kW級×3基
1,990kW級×2基
600kW級×3基

バイオマス発電事業

金属くず
　リサイクル事業

金属くずリサイクル事業
廃自動車
　リサイクル事業

廃自動車リサイクル事業
古紙・廃プラ
　リサイクル事業

汚泥総合
　リサイクル事業

アルミリサイクル事業

石炭灰
　リサイクル事業

木くず・汚染土壌
　リサイクル事業

木くず
　リサイクル事業遊技機器

　リサイクル事業

古紙・廃プラ・廃パソコン
　リサイクル事業

廃プラリサイクル事業

酒田港周辺の太陽光発電
発電能力　28,531kW
設備敷地面積　418,000㎡

酒田港周辺のバイオマス発電
発電能力　102,900kW

太陽光発電事業
風力発電事業

酒田臨海
  工業団地

●リサイクルポート1次指定港（5港）    H14.5
●リサイクルポート2次指定港（13港）H15.4
●リサイクルポート3次指定港（3港）   H18.12
●リサイクルポート4次指定港（1港）    H23.1

境港

分譲可能

日本製鉄（株）所有地

国土交通省酒田港湾事務所北港事務所

日本製鉄（株） 所有地

日本製鉄（株） 所有地

（有）安藤運輸 港湾関連用地

公共用地

公共用地

高砂ふ頭国際
ターミナル

県の誘致により,県外から新たに本社機能を設置する企業
本社機能：経営意思決定、経営資源管理、各種業務統括などの事業所をいう。(ただし、工場及び当該地域を管理する営業所は除く)

【新設】

１.　本社機能交付対象固定資産の取得額5,000万円(空きオフィス等の取得の場合は
　　2,500万円)以上
２.　新規常用雇用者10名(人員移転含む)以上(対象経費が15億円を超える場合は20名以上)
３.　本社等建物の建設着手から2年以内の操業

土地を除く固定資産の取得額
補助率:対象経費が15億円以下の部分は20%
　　　対象経費が15億円を超える部分は5%
限度額 :10億円（20名未満は3億円）

酒田臨海工業団地及び鳥海南工業団地において実施される施設・設備整備

１.　産業廃棄物の発生抑制やリサイクルの推進を目的とするもの
２.　上記１のうち、自らが行った３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進に寄与す

る研究・開発により実用化された技術を用いたもの
３.　使用済小型電子機器等の再資源化の推進を目的とするもの

補助率:1/2
限度額 :1,000万円

■酒田港リサイクル関連  コンテナ貨物量の推移
（TEU）

■酒田港リサイクル関連  貨物量の推移
（トン）

※その他：金属く
ず、中古機械、中
古農機具など

その他
バイオマス燃料
中古タイヤ
中古自動車部品
古紙
廃プラスチック

※その他：廃土砂、
バーク（樹木の
皮の部分）など

その他
鉄鋼スラグ
中古品（自動車関係）
古紙
廃プラスチック
バイオマス燃料
金属くず
石炭灰
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山形県企業立地
促進補助金

酒田市用地取得
助成金

酒田市設備投資
促進助成金

産業立地促進資金

特例

特例

【新設】県の誘致により、県外から新たに進出する製造業等を営む企業（製造業を営む企業及び植物工場を運営する企業）が、県内に土地又は
　　　　 空工場を取得して工場（植物工場を含む）を設置する場合

【増設】既に県内に工場を有する製造業等を営む企業（植物工場を運営する企業を含む）で、事業の高度化等に資するために新たに
　　　　工場を増設する場合（Dについては、本県に立地後5年以内の企業）

1.　土地を除く固定資産の取得額(消費税を除く。以下同じ。)が100億円以上
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が300名以上
3.　用地取得から3年以内の着手、5年以内の操業

県の誘致により、県外から新たに進出する製造業等を営む企業（製造業を営む企業
及び植物工場を運営する企業）が、県内に空工場や設備を賃貸・リースして工場（植
物工場を含む）を設置する場合

県の誘致により、県外から新たに進出する製造業を営む企業で、研究開発機能を設置する企業

1.　土地を除く固定資産の取得額３億円以上
    （空工場の取得の場合は、5000万円以上）
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名（対象経費が15億円を超える場合は20名）以上
3.　用地取得から1年以内の着手、2年（対象経費が15億円を超える場合は3年） 以内の操業

1.　土地を除く固定資産取得額5億円以上
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が ①10名以上　②20名以上
3.　知事の指定を受けた日から1年以内の着手、2年（対象経費が15億円を超える
　　場合は3年）以内の操業
4.　市町村における産業施策等に沿ったものであること

※ 上記の補助制度の他に、有機エレクトロニクス、バイオ、自動車、航空機関連企業への補助率上乗せ制度や雪対策・物流関連施設・デポ関連施設についての支援制度等があります。

1. 製造業等で用地取得面積1,000㎡以上（新設または移設）
2. 新規雇用(a)５名以上（大企業30名以上）
　 または(b)３名以上（大企業10名以上）

1. 酒田市外から進出の製造業、情報サービス業等
2. 用地取得面積1,000㎡以上
3. 新規雇用10名以上（大企業50名以上）

1. 臨海工業団地へ進出した製造業等（新設又は移転）
2. 投下固定資産総額2,000万円超

1. 酒田市外から臨海工業団地へ進出した製造業等（新設）
2. 投下固定資産総額2,000万円超

用地取得額の50％
限度額3億円

固定資産税課税標準額の4.2%（新設）
限度額：1億円
※他法により課税免除等を受けることができるものを除く

1. 本県産業の高度化に資することが期待できるもの
2. 県及び酒田市の認定を受けたもの

建物・設備の賃貸・リース額
補助率：20％
＊操業後5年間を対象とする。但し、リ
  ースの場合は、5ヵ年を限度にリース
  期間の1/2の期間を対象とする。

土地を除く固定資産の所得額
補助率：25％
限度額：10億円

土地を除く固定資産の取得額
補助率：5％
限度額：①0.5億円
　　　 ②1.5億円

土地を除く固定資産の取得額
補助率：10％
限度額：50億円

土地を除く固定資産の取得額
補助率：対象経費が15億円以下の部分は20％
　　　 対象経費が15億円を超える部分は5％
限度額：10億円（20名未満は3億円）

用地取得額の (a)30％ または (b)20％
限度額2億円
（製造業以外は限度額１億円）

固定資産税課税標準額の3.0%（新設又は移転）
限度額：1億円
※他法により課税免除等を受けることができるものを除く

1. 資金使途 運転資金、設備資金
2. 限度額 20億円
3. 償還方法 20年以内（設備資金）、
 15年以内（運転資金）
4. 利率 年0.7％（変動金利）

既に県内に工場を有する製造業等を営む企業（植物工場を運営する企業を含む）が、
県内に空工場や設備を賃貸・リースして工場（植物工場を含む）を増設する場合

建物・設備の賃貸・リース額　補助率：5％
＊操業後5年間を対象とする。但し、リ
  ースの場合は、5ヵ年を限度にリース
  期間の1/2の期間を対象とする。

1.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名以上

1.　土地を除く固定資産の取得額3000万円以上（空工場の取得の場合は、1500万円以上）
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が5名以上
3.　用地取得から１年以内の着手、２年以内の操業

1.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名以上

事業の高度化等に資するために新たに工場を設置し、操業するために必要な固定資
産を取得する場合

1.　土地を除く固定資産の取得額３億円以上
2.　新規常用雇用者（人員移転含む）が10名（対象経費が15億円を超える場合は20名）以上
3.　知事の指定を受けた日から1年以内の着手、2年（対象経費が15億円を超える
　　場合は3年）以内の操業

土地を除く固定資産の取得額
補助率：対象経費が15億円以下の部分
は20%
対象経費が15億円を超える部分は5%
限度額：10億円（20名未満は3億円）

A

B

C

D

B

C

D

１　土地を除く固定資産取得額３０億円以上
２　新規常用雇用者（人員移転を含む）が３０名以上
３　知事の指定を受けた日から１年以内の着手、３年以内の操業
４　市町村における産業施策等に沿ったものであること

土地を除く固定資産の取得額
補助率：補助対象経費が2０億円以下の部分は1０％
対象経費が2０億円を超える部分は５％
限度額：4億円

A

問合せ
P22 9

問合せ
P22 10

問合せ
P22 10

問合せ
P22 9

問合せ
P22 7

山形県循環型産業施
設整備事業費補助金
（リサイクルポート
立地支援施設・設備
整備事業）

　酒田港に隣接する臨海工業団地には、リサイクル関連企業が進出しています。循環資源貨物の集積が進み、風力・
太陽光・バイオマスの再生可能エネルギー発電施設も立地が進むなど、エネルギーポートとしての役割も担ってい
ます。エネルギー産業の新たな進展による関連分野の企業進出が期待されるエリアです。

酒田港周辺のリサイクル及びエネルギー関連企業

日本海東北自動車道

12.5ha

3
25.4 万人

14
2,150

22,000

、工業地域、準工業地域

380

酒田港周辺の風力発電
発電能力　14,780kW
3,000kW級×3基
1,990kW級×2基
600kW級×3基

バイオマス発電事業

金属くず
　リサイクル事業

金属くずリサイクル事業
廃自動車
　リサイクル事業

廃自動車リサイクル事業
古紙・廃プラ
　リサイクル事業

汚泥総合
　リサイクル事業

アルミリサイクル事業

石炭灰
　リサイクル事業

木くず・汚染土壌
　リサイクル事業

木くず
　リサイクル事業遊技機器

　リサイクル事業

古紙・廃プラ・廃パソコン
　リサイクル事業

廃プラリサイクル事業

酒田港周辺の太陽光発電
発電能力　28,531kW
設備敷地面積　418,000㎡

酒田港周辺のバイオマス発電
発電能力　102,900kW

太陽光発電事業
風力発電事業

酒田臨海
  工業団地

●リサイクルポート1次指定港（5港）    H14.5
●リサイクルポート2次指定港（13港）H15.4
●リサイクルポート3次指定港（3港）   H18.12
●リサイクルポート4次指定港（1港）    H23.1

境港

分譲可能

日本製鉄（株）所有地

国土交通省酒田港湾事務所北港事務所

日本製鉄（株） 所有地

日本製鉄（株） 所有地

（有）安藤運輸 港湾関連用地

公共用地

公共用地

高砂ふ頭国際
ターミナル

県の誘致により,県外から新たに本社機能を設置する企業
本社機能：経営意思決定、経営資源管理、各種業務統括などの事業所をいう。(ただし、工場及び当該地域を管理する営業所は除く)

【新設】

１.　本社機能交付対象固定資産の取得額5,000万円(空きオフィス等の取得の場合は
　　2,500万円)以上
２.　新規常用雇用者10名(人員移転含む)以上(対象経費が15億円を超える場合は20名以上)
３.　本社等建物の建設着手から2年以内の操業

土地を除く固定資産の取得額
補助率:対象経費が15億円以下の部分は20%
　　　対象経費が15億円を超える部分は5%
限度額 :10億円（20名未満は3億円）

酒田臨海工業団地及び鳥海南工業団地において実施される施設・設備整備

１.　産業廃棄物の発生抑制やリサイクルの推進を目的とするもの
２.　上記１のうち、自らが行った３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進に寄与す

る研究・開発により実用化された技術を用いたもの
３.　使用済小型電子機器等の再資源化の推進を目的とするもの

補助率:1/2
限度額 :1,000万円

■酒田港リサイクル関連  コンテナ貨物量の推移
（TEU）

■酒田港リサイクル関連  貨物量の推移
（トン）

※その他：金属く
ず、中古機械、中
古農機具など

その他
バイオマス燃料
中古タイヤ
中古自動車部品
古紙
廃プラスチック

※その他：廃土砂、
バーク（樹木の
皮の部分）など

その他
鉄鋼スラグ
中古品（自動車関係）
古紙
廃プラスチック
バイオマス燃料
金属くず
石炭灰
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　 山王山 （日和山） 三角点 （北緯 38°55’ 11”、 東経 139°49’ 49”）

から323度1,600mの点を中心とする半径3,450ｍを有する円内の海面、

並びに最上川河口 （南防波堤基点） から上流約 2,600m の地点まで、

導流堤に沿い幅 120m の最上川河川水面及び新井田川新内橋下流の

河川水面。

※経済的に一体の港湾として管理運営するために必要最小限度の認可

水域。

　 北緯 38°57’ 04”、 東経 139°47’ 15” の地点を中心として 500m

の半径を有する円内の海面。

※入港前に検疫を受ける区域として指定された海域。

酒田港港湾計画（令和５年１０月一部変更）を基に掲載

写真提供：国土交通省東北地方整備局酒田港湾事務所

酒 田 港 港 湾 区 域

検疫区域

1000 2000ｍ0
13 14
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凡例
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大浜運河線

第２酒田PBS物揚場（Ｂ） 第２酒田PBS物揚場（A）
第２酒田PBS護岸さん橋

西ふ頭線

南新町線

西ふ頭運河線西ふ頭運河線

袖岡線

大浜袖岡線

袖岡ふ頭線

大浜袖岡線

大浜
袖岡線

大浜袖岡線

大浜袖岡線

山居町線

入船橋

小牧川

最上川線

最上川線

入船町線

袖岡ふ頭線

新井田川線

船場町線

船場町緑地

袖岡線

西ふ頭岸壁

大浜光ヶ丘線

大浜袖岡線

大浜袖岡線

第1船だまり線第1船だまり線

大浜線

石油基地線
石油基地線
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大浜ふ頭第１岸壁

1

（株）鈴勇商店

（有）LEC

（有）家岸造船所

全漁連酒田油槽所

山形県漁業協同組合

富士鉱油（株）酒田支店

山形県港湾事務所
酒田市定期航路事務所

山形県港湾事務所・
山形県酒田海洋センター・東ふ頭交流施設
定期船とびしまフェリーターミナル

酒田港湾合同庁舎
酒田海陸運送（株）

敦井産業（株）酒田（営）

日本海水産（株）

酒田曳船（株）酒田曳船（株）

平岡海運倉庫（株）

■

（株）山形造船所

（株）グリーンシステム

花王（株）酒田工場

東西オイルターミナル（株）
酒田油槽所
東西オイルターミナル（株）
酒田油槽所

大平洋セメント（株）酒田南サービスステーション

東北東ソー化学（株）
酒田工場

（株）安藤組

大
浜
緑
地

●

東北東ソー化学（株）
酒田工場

日本重化学工業（株）
酒田事業所

●

●
●

●

● ●

●

●

●

●

●

花王（株）酒田工場
●

●

●

●

（株）アライドマテリアル

酒井鈴木工業（株）

東北電機鉄工（株）

東邦酒田水素（株）

酒田港駅

（株）テルナイト酒田工場（株）テルナイト酒田工場

東邦運輸（株）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

18

2
26 25

20

17

16

10

29

15

27 24 23

　
袖
岡

船
だ
ま
り
物
揚
場

導

　

流

　

堤

3
4

5

東ソー・クォーツ（株）酒田工場

東ソー・クォーツ（株）酒田工場東ソー・クォーツ（株）酒田工場

　
第
一
酒
田
P
B
S

　
物
揚
場

第
１
船
だ

ま
り
物
揚
場

第
一
酒
田
P
B
S

さ
ん
橋

袖
岡
物
揚
場

東
ふ
頭
新
町
岸
壁

68

7

東
ふ
頭

船
場
町
岸
壁

家
岸
物
揚
場
B

家
岸
物
揚
場

袖
岡
埠
頭
岸
壁

東
ふ
頭

船
場
町
第
２
岸
壁

9
水
産
第
１
岸
壁

水
産
第
２
岸
壁

入
船
町

物
揚
場（A）

13

11

小牧排水左岸物揚場
28

●

●

新井田川右岸物揚場

12 新井田川左岸物揚場

山
居
町
物
揚
場

港
橋

19

21

〈本港地区〉

庄内総合支庁
水産振興課

大浜ふ頭第2岸壁

No・

（-5.5ｍ）

西
ふ
頭
　
岸
壁

酒田港検潮所

番

　
　
　号

延

　
　
　長

水

　
　
　深

現

　
　
　況

様

　
　式

バ
ー
ス

主
要
用
材

ト
ン
数

平
方
米
当

耐
重
力

施
設
名
称

照
明
装
置

建
設
年
度

エ
プ
ロ
ン
巾

主
た
る
用
途

管

理

者

山
形
県

山
形
県

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃 〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

構　　　　　造 け い 船 数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

大 浜 ふ 頭
第 １ 岸 壁 井 筒

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 板

鋼 杭

鋼 矢 板

P C 杭

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

昭和３３～３９年度
昭和　６３　年度

昭和１４～１７年度
昭和　４６　年度

昭和　４２　年度
昭和４６～５９年度

昭和　４５　年度

昭和４１～４６年度
昭和４８～51年度

昭和４６～４７年度
平成　11 　年
昭和４６～４７年度

昭和４３～４４年度
平成２～３年度

昭和７～１４年度
昭和６２～６３年度

平成４年度（改）
昭和５３～５４年度

昭和４４～４５年度

昭和５７～５９年度

昭和４５～４６年度

昭和４０～４２年度

昭和４６～４７年度

昭和４６～４７年度

昭和６１～６２年度

昭和２７～４５年度

昭和４３～４６年度

昭和４４～４５年度

昭和50～５１年度

平成３～４年度

平 成７年 度

昭和　４２　年度

昭和　44　年度
平成24年度機能強化

昭和　６１　年度

平成　１８　年度

平成　１８　年度

昭和７～１４年度Ｌ 型
ブ ロ ッ ク

Ｌ 型
ブ ロ ッ ク

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

コンクリート
杭

鋼 矢 板
コンクリート単塊
鋼 管 杭

水 中
コンクリート
鋼 矢 板

大 浜 ふ 頭
第 ２ 岸 壁

ば ら 商
砂 砂利

曳 船
官 庁 船

雑 貨
木 材

雑 貨
漁 獲 物

雑 貨

官 庁 船

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

石 材

石 材

雑 貨

雑 貨

石 油 類

雑 貨
ば ら 商
木 材

雑 貨
ば ら 商
セメント

西 ふ 頭
岸 壁

西 ふ 頭
（－5.5m）岸壁

東 ふ 頭
新 町 岸 壁

東 ふ 頭
船場町岸壁

新 井 田 川
右岸物揚場

新 井 田 川
左岸物揚場

山 居 町
物 揚 場

入 船 町
物 揚 場

家 岸
物 揚 場

袖 岡
物 揚 場

袖岡船だまり
物 揚 場

第１船だまり
物 揚 場

第１酒田ＰＢＳ
物 揚 場

第１酒田ＰＢＳ
さ ん 橋

第２酒田ＰＢＳ
護岸さん橋

第２酒田ＰＢＳ
東 さ ん 橋

第２酒田ＰＢＳ
西 さ ん 橋

小 牧 排 水
左岸物揚場

石油さん橋

袖 岡 ふ 頭
岸 壁

水産第１岸壁

水産第２岸壁

東 ふ 頭
船場町第２岸壁

家　　　　岸
物 揚 場（Ｂ）

第２酒田ＰＢＳ
物 揚 場（A）

第２酒田ＰＢＳ
物 揚 場（Ｂ）

東西オイ
ルターミ
ナル

m
３３０

１８５
５３

１９６
１８０

２００
５２６

２００
７０.８

１２０

１３３
９０
６０.６

９０

１８０

２６０

３６０

１９５

３９０

１４０

３５

４５.６

１４０

３６８

４２６.４

２３７.４

３０５.２

２９１.４

３１.５

２７

６５

７６

２９０

94
137

m
－９.０

D  　W
１０，０００

3，０００
5，０００

２，０００

２，０００

２，０００

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

７００

１５０

５，０００

５，０００

１５，０００
７００

１
１

－１０.０
－４.５

－５.５
－４.５

－３.０
－２.０

－４.０
－２.０

－３.０

－２.０
－３.０
－４.０

－５.５

－５.５

－７.５

－５.５

－４.５

－７.５

－４.５

－３.５

－２.０

－３.０

－３.０

－２.０

－３.０

－４.５

－４.５

－４.５

－４.５

－２.０

－２.８

－２.０

－７.0
－７.5

トン
３.０ 有 良好

有

無

無

無

無

無

有

有

有

有

有

有

有

無

４.０
３.０

２.０
３.０

２.０

３.０
１.０

１.５

２.０
３.０
１.０

３.０

３.０

３.０

３.０

３.２

３.０

３.２

１.０

－

１.５

２.０

２.０

１.０

１.5

３.０

－

１.０

１.８

m
１３.３

１５
１５

２０
１５

４.８～
１０.０

６～
８.８

６.５～１０
１０

６

１５

１５

２０

１５

８.５

１０

８.５

１０

５

３.６

６～１０

６～１０

６

１５

３.８

２

２.５

６～８

１５

平行式

平行式

平行式

平行式

平行式

矢板式

平行式

張出式

杭　式

くい式

矢板式

G　T

１００G　T

３００G　T
１５０G　T

５G　T

５G　T

５G　T

〃 〃

〃

〃

〃

29

30 平成　２３　年度

昭和５３～５４年度入 船 町
物揚場（A）

入 船 町
物揚場（B）

２30

26

－２.０

－２.０6

６～１０

２

１

２

２

４

３

３

１

１

１

１

1
1

１ 定期船とびしまフェリーターミナル

２ 本間家旧本邸

３ 山居倉庫5イカ釣り漁船

４日和山実生橋

入船町物揚場

入船町
物揚場（B）
入船町
物揚場（B）

14

30

【日和山の歴史】

文化10年（1813年）、港近くの丘に土盛り
して常夜灯を設置、灯台の役目を果た
させる。
明治14年（1881年）、明治天皇巡幸の際、
高台を築き朝日山と名付ける。
明治23年（1890年）頃から日和山公園と
呼ぶようになった。
昭和58年（1983年）、市制50周年事業の
一つとして、修景池、千石船、文学の
散歩道、駐車場等が整備された。

酒田市役所

4

23

15

係 留 施 設（本港地区）

15 16



●

凡例

ふ頭荷さばき地

野 積 場

上 屋

臨 港 道 路

緑 地

船舶保管施設

臨 港 線

SOLAS条約
立入制限区域

北

防

波

堤
石
油
さ
ん
橋

南

防

波

堤

大浜宮海線

大浜西ふ頭線
大浜袖岡線

大浜運河線

第２酒田PBS物揚場（Ｂ） 第２酒田PBS物揚場（A）
第２酒田PBS護岸さん橋

西ふ頭線

南新町線

西ふ頭運河線西ふ頭運河線

袖岡線

大浜袖岡線

袖岡ふ頭線

大浜袖岡線

大浜
袖岡線

大浜袖岡線

大浜袖岡線

山居町線

入船橋

小牧川

最上川線

最上川線

入船町線

袖岡ふ頭線

新井田川線

船場町線

船場町緑地

袖岡線

西ふ頭岸壁

大浜光ヶ丘線

大浜袖岡線

大浜袖岡線

第1船だまり線第1船だまり線

大浜線

石油基地線
石油基地線
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大浜ふ頭第１岸壁

1

（株）鈴勇商店

（有）LEC

（有）家岸造船所

全漁連酒田油槽所

山形県漁業協同組合

富士鉱油（株）酒田支店

山形県港湾事務所
酒田市定期航路事務所

山形県港湾事務所・
山形県酒田海洋センター・東ふ頭交流施設
定期船とびしまフェリーターミナル

酒田港湾合同庁舎
酒田海陸運送（株）

敦井産業（株）酒田（営）

日本海水産（株）

酒田曳船（株）酒田曳船（株）

平岡海運倉庫（株）

■

（株）山形造船所

（株）グリーンシステム

花王（株）酒田工場

東西オイルターミナル（株）
酒田油槽所
東西オイルターミナル（株）
酒田油槽所

大平洋セメント（株）酒田南サービスステーション

東北東ソー化学（株）
酒田工場

（株）安藤組

大
浜
緑
地

●

東北東ソー化学（株）
酒田工場

日本重化学工業（株）
酒田事業所

●

●
●

●

● ●

●

●

●

●

●

花王（株）酒田工場
●

●

●

●

（株）アライドマテリアル

酒井鈴木工業（株）

東北電機鉄工（株）

東邦酒田水素（株）

酒田港駅

（株）テルナイト酒田工場（株）テルナイト酒田工場

東邦運輸（株）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●
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29
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27 24 23

　
袖
岡

船
だ
ま
り
物
揚
場
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流

　

堤

3
4

5

東ソー・クォーツ（株）酒田工場

東ソー・クォーツ（株）酒田工場東ソー・クォーツ（株）酒田工場

　
第
一
酒
田
P
B
S

　
物
揚
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第
１
船
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ま
り
物
揚
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一
酒
田
P
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さ
ん
橋

袖
岡
物
揚
場

東
ふ
頭
新
町
岸
壁
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7

東
ふ
頭

船
場
町
岸
壁

家
岸
物
揚
場
B

家
岸
物
揚
場

袖
岡
埠
頭
岸
壁

東
ふ
頭

船
場
町
第
２
岸
壁

9
水
産
第
１
岸
壁

水
産
第
２
岸
壁

入
船
町

物
揚
場（A）

13

11

小牧排水左岸物揚場
28

●

●

新井田川右岸物揚場

12 新井田川左岸物揚場

山
居
町
物
揚
場

港
橋
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〈本港地区〉

庄内総合支庁
水産振興課

大浜ふ頭第2岸壁

No・

（-5.5ｍ）

西
ふ
頭
　
岸
壁

酒田港検潮所
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延
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水
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現
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山
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〃

〃

〃

〃
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〃

〃
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〃
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〃

〃

〃
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〃

〃

〃

〃

〃
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〃
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃 〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

構　　　　　造 け い 船 数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

大 浜 ふ 頭
第 １ 岸 壁 井 筒

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 矢 板

鋼 板

鋼 杭

鋼 矢 板

P C 杭

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

昭和３３～３９年度
昭和　６３　年度

昭和１４～１７年度
昭和　４６　年度

昭和　４２　年度
昭和４６～５９年度

昭和　４５　年度

昭和４１～４６年度
昭和４８～51年度

昭和４６～４７年度
平成　11 　年
昭和４６～４７年度

昭和４３～４４年度
平成２～３年度

昭和７～１４年度
昭和６２～６３年度

平成４年度（改）
昭和５３～５４年度

昭和４４～４５年度

昭和５７～５９年度

昭和４５～４６年度

昭和４０～４２年度

昭和４６～４７年度

昭和４６～４７年度

昭和６１～６２年度

昭和２７～４５年度

昭和４３～４６年度

昭和４４～４５年度

昭和50～５１年度

平成３～４年度

平 成７年 度

昭和　４２　年度

昭和　44　年度
平成24年度機能強化

昭和　６１　年度

平成　１８　年度

平成　１８　年度

昭和７～１４年度Ｌ 型
ブ ロ ッ ク

Ｌ 型
ブ ロ ッ ク

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

直 立 消 波
ブ ロ ッ ク

コンクリート
杭

鋼 矢 板
コンクリート単塊
鋼 管 杭

水 中
コンクリート
鋼 矢 板

大 浜 ふ 頭
第 ２ 岸 壁

ば ら 商
砂 砂利

曳 船
官 庁 船

雑 貨
木 材

雑 貨
漁 獲 物

雑 貨

官 庁 船

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

漁 獲 物

石 材

石 材

雑 貨

雑 貨

石 油 類

雑 貨
ば ら 商
木 材

雑 貨
ば ら 商
セメント

西 ふ 頭
岸 壁

西 ふ 頭
（－5.5m）岸壁

東 ふ 頭
新 町 岸 壁

東 ふ 頭
船場町岸壁

新 井 田 川
右岸物揚場

新 井 田 川
左岸物揚場

山 居 町
物 揚 場

入 船 町
物 揚 場

家 岸
物 揚 場

袖 岡
物 揚 場

袖岡船だまり
物 揚 場

第１船だまり
物 揚 場

第１酒田ＰＢＳ
物 揚 場

第１酒田ＰＢＳ
さ ん 橋

第２酒田ＰＢＳ
護岸さん橋

第２酒田ＰＢＳ
東 さ ん 橋

第２酒田ＰＢＳ
西 さ ん 橋

小 牧 排 水
左岸物揚場

石油さん橋

袖 岡 ふ 頭
岸 壁

水産第１岸壁

水産第２岸壁

東 ふ 頭
船場町第２岸壁

家　　　　岸
物 揚 場（Ｂ）

第２酒田ＰＢＳ
物 揚 場（A）

第２酒田ＰＢＳ
物 揚 場（Ｂ）

東西オイ
ルターミ
ナル

m
３３０

１８５
５３

１９６
１８０

２００
５２６

２００
７０.８

１２０

１３３
９０
６０.６

９０

１８０

２６０

３６０

１９５

３９０

１４０

３５

４５.６

１４０

３６８

４２６.４

２３７.４

３０５.２

２９１.４

３１.５

２７

６５

７６

２９０

94
137

m
－９.０

D  　W
１０，０００

3，０００
5，０００

２，０００

２，０００

２，０００

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

小型船舶

７００

１５０

５，０００

５，０００

１５，０００
７００

１
１

－１０.０
－４.５

－５.５
－４.５

－３.０
－２.０

－４.０
－２.０

－３.０

－２.０
－３.０
－４.０

－５.５

－５.５

－７.５

－５.５

－４.５

－７.５

－４.５

－３.５

－２.０

－３.０

－３.０

－２.０

－３.０

－４.５

－４.５

－４.５

－４.５

－２.０

－２.８

－２.０

－７.0
－７.5

トン
３.０ 有 良好

有

無

無

無

無

無

有

有

有

有

有

有

有

無

４.０
３.０

２.０
３.０

２.０

３.０
１.０

１.５

２.０
３.０
１.０

３.０

３.０

３.０

３.０

３.２

３.０

３.２

１.０

－

１.５

２.０

２.０

１.０

１.5

３.０

－

１.０

１.８

m
１３.３

１５
１５

２０
１５

４.８～
１０.０

６～
８.８

６.５～１０
１０

６

１５

１５

２０

１５

８.５

１０

８.５

１０

５

３.６

６～１０

６～１０

６

１５

３.８

２

２.５

６～８

１５

平行式

平行式

平行式

平行式

平行式

矢板式

平行式

張出式

杭　式

くい式

矢板式

G　T

１００G　T

３００G　T
１５０G　T

５G　T

５G　T

５G　T

〃 〃

〃

〃

〃

29

30 平成　２３　年度

昭和５３～５４年度入 船 町
物揚場（A）

入 船 町
物揚場（B）

２30

26

－２.０

－２.０6

６～１０

２

１

２

２

４

３

３

１

１

１

１

1
1

１ 定期船とびしまフェリーターミナル

２ 本間家旧本邸

３ 山居倉庫5イカ釣り漁船

４日和山実生橋

入船町物揚場

入船町
物揚場（B）
入船町
物揚場（B）

14

30

【日和山の歴史】

文化10年（1813年）、港近くの丘に土盛り
して常夜灯を設置、灯台の役目を果た
させる。
明治14年（1881年）、明治天皇巡幸の際、
高台を築き朝日山と名付ける。
明治23年（1890年）頃から日和山公園と
呼ぶようになった。
昭和58年（1983年）、市制50周年事業の
一つとして、修景池、千石船、文学の
散歩道、駐車場等が整備された。

酒田市役所

4

23
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係 留 施 設（本港地区）
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－10.0

－14.0

－4.0

－14.0

－14.0

(7.5m)

(－10.0m×1) (－7.5m×3)

(－10m×2)

－7.5 (－7.5)

(－7.5)
－8.0

展望台

北港第3号緑地

緩衝緑地大浜宮海線

大浜線

大浜線

大浜光ケ丘線

光ケ丘線

外港ふ頭２号線

高砂ふ頭線

管理上屋

UBE三菱セメント（株）
酒田サービスステーション

サミット酒田パワー（株）
ペレット倉庫

酒田海陸運送（株）
北港営業所

丸藤シートパイル（株）
酒田海陸運送（株）定温倉庫

（有）安藤運輸

（株）モトタテ

日建リース工業（株）

本間組山形（営）

登坂商店（株）

北日本車輌（株）

（有）池田シャープナー

（株）エコー

（株）みなと

花王（株）
酒田工場

（株）佐藤鉄工所

北
港
第
2
号
緑
地

大浜
宮海線

北港
第1号
緑地

北港
第1号
緑地

大浜宮海線

豊
川

古湊ふ頭線

古湊ふ頭線

臨港橋古湊線

古湊線

北防波堤 西護岸（離岸提）

酒田臨海1号線酒田臨海1号線

宮海北護岸線

〈北港地区〉 北

　護

　岸

（計画路線）

宮海

酒田共同火力
専用岸壁

青南商事
専用岸壁

宮海線

宮海第2号岸壁

　宮海船だまり
物揚場

流通業務 施設用地

国道７号

宮海第3号岸壁

日本海東北自動車道
酒田みなとI.Cへ接続

酒
田
共
同
火
力
石
炭
岸
壁

宮海第4号岸壁

宮海第5号岸壁

古
湊
ふ
頭

第２号
岸
壁

古
湊
ふ
頭
第１号
岸
壁

古
湊
係
船
杭

古
湊
ふ
頭

第３号
岸
壁

国道１１２号

国道１１２号

高砂第1号岸壁
（－13m×1）

高砂第2号岸壁
（－13m×1）

南
護
岸

酒
田
共
同
火
力
揚
油
ド
ル
フ
ィ
ン

（株）エコー

荘内トラックセンター（９社）

（株）平尾工務店

泉運輸（株）

西垣林業（株）西垣林業（株）

住友大阪セメント（株）酒田サービスステーション

一般社団法人 全日検 東北支部酒田現業所
日本通運（株）山形支店酒田海運（営）

（株）ムラヤマ （株）本間ゴルフ酒田工場

（株）青南商事

（株）酒田港リサイクル産業センター

鳥海カルシウム（株）

酒田共同火力発電（株）

（株）グリーン
システム

（株）岡部商店

酒田FRC
有限責任事業組合

（株）渡会電気土木

（株）ユーギシステム

サミット酒田
パワー（株）

JRE酒田風力発電所

酒田臨海2号線酒田臨海2号線

国土交通省東北地方整備局酒田港湾事務所

〈外港地区〉

●

●

●

●

●

●

●

●● ●
●

●
●

●

●
●

●

●

●●

●

●●
● ●

●

●

●
●

●
●

●

（株）エルデック

（株）テルナイト

東亜建設工業（株）山形（営）

日本製紙木材（株）酒田（営）

酒田カイハツ生コンクリート（株）

●
●

丸輝石油（株）

鍋元商店（株）

ダイカン物産（株）

（株）永田プロダクツ

●

●

● ●

●
●

● ●
●

●

●●●
●●

●

●

●
●

5

13

14

高砂第1号岸壁16

12

11

15

10

1

2

3

古
湊
ふ
頭

第３号
岸
壁

17

4

（株）酒田港リサイクル産業センター（株）酒田港リサイクル産業センター

日本通運（株）山形支店酒田（営）

古湊線古湊線

（株）モトタテ（株）モトタテ

（
ー
10.0m

）

（
ー
10.0m

）

（
ー
13.0m

）

●

江戸川木材工業（株）

（株）阿部製材所

TDK庄内（株）TDK庄内（株） 酒田木材工業団地協同組合（７社）
酒田植物検疫協会

酒田港
国際ターミナル

古湊
木材荷
さばき地

（株）エルデック
北港リサイクル施設

ＮＰＯ法人
山形県リサイクルポート情報センター
ＮＰＯ法人
山形県リサイクルポート情報センター

6 7 8 9

係 留 施 設（外港・北港地区） 将 来 計 画（外港地区・北港地区）
番

　
　
　
　
　号

延

　
　
　
　
　長

水

　
　
　
　
　深

現

　
　
　
　
　況

様

　
　式

バ
ー
ス

主
要
素
材

ト
ン
数

平
方
米
当

耐
重
力

施

設

名

称

照

明

装

置

建

設

年

度

エ
プ
ロ
ン
巾

主
た
る
用
途

管

理

者

構　　　　　　　　造 けい船数

山形県 平行式 有

有

無

無矢板式

杭　式

木材・鉱産品 鋼　矢　板 良好

鋼　矢　板
直立消波ブロック

鋼　　　杭

鋼 管 矢 板

鋼　矢　板

係 　 留

木 　 材
セメント

窯 業 品
金 属 類
骨 　 材
金 属 類

木 　 材

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

古 湊 ふ 頭
第１号 岸 壁

古 湊 係 船 杭

古 湊 ふ 頭
第２号 岸 壁
古 湊 ふ 頭
第３号 岸 壁

宮 海
第２号 岸 壁
宮 海
第３号 岸 壁

宮海船だまり
物 揚 場

1

2

3

4

5

6

7

m
２７０

m
－１３.０

－１０.０

－１０.０

－１０.０

－１０.０

－４.０

－７.５

トン
３.０

３.０

３.０

１.０

３.０

３.０

１

１

１

１

１

１

１

１８５

１８５

２５３

５０７

１７０

１３０

２０

２０

２０

－

１０

２０

２０

D　 W
５０，０００

１０，０００

１５，０００

１５，０００

５，０００

小型船舶

１５，０００

昭和５５～
　　５７年度

昭和４９～
　　５２年度
平成８～
　　１３年度
平成９～
　　１０年度

昭和５２年度

昭和４９年度

昭和５０年度

番

　
　
　
　
　号

延

　
　
　
　
　長

水

　
　
　
　
　深

現

　
　
　
　
　況

様

　
　式

バ
ー
ス

主
要
素
材

ト
ン
数

平
方
米
当

耐
重
力

施

設

名

称

照

明

装

置

建

設

年

度

エ
プ
ロ
ン
巾

主
た
る
用
途

管

理

者

構　　　　　　　　造 けい船数

山形県

山形県

青南商事

酒田共
同火力

矢板式 無

有

無

重力式

平行式

矢板式

杭　式

骨 　 材
雑 　 貨 鋼　矢　板

鋼　　　杭

良好

ケ ー ソ ン

鋼　矢　板

コンテナ

コンテナ

骨 　 材
金 属 類

石 　 炭

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

宮 海
第４号 岸 壁
宮 海
第５号 岸 壁
酒田共同火力
石 炭 岸 壁
酒田共同火力
専 用 岸 壁

高 砂
第２号 岸 壁

青 南 商 事
専 用 岸 壁

酒田共同火力
揚油ドルフィン

m
１３０

m
－７.５

－１3.０

－７.５

－７.５

－１４.０

－７.５

－１2.０

－１４.０

－７.５

トン
３.０

３.０

３.０

３.５

３.０

１

１

１

２

１

１

１

１３０

２７０

１６０

３２４

２８０

１８６.２

２０

２０

３０

２０

５０

D　 W
５，０００

５，０００

１５，０００

５，０００

５，０００

５０，０００

D　W
５0，０００
D　W
3０，０００

５０，０００

平成 ５ ～
　　６年度
平成 ２ ～
　　３年度

昭和５０～
　　５１年度
平成 ５ ～
　　１１年度

〃 有重力式 ケ ー ソ ン 〃高 砂
第 1 号 岸 壁 －１3.０ １１５２ ５０ ５0，０００ 平成 ８ ～

令和 ２年度

平成１６年度

昭和５０年度

昭和５０年度

8

9

10

11

12

13

15

14

番

　
　
　
　
　号

延

　
　
　
　
　長

水

　
　
　
　
　深

バ
ー
ス

ト
ン
数

施

設

名

称

エ
プ
ロ
ン
巾

主
た
る
用
途

管

理

者

けい船数

山形県 穀 　 物
原 　 塩
原 　 木
林 産 品〃古 湊 ふ 頭

第３号 岸 壁

高 砂
第１号 岸 壁

１

１

２3０

1２8

２０

５０16

17

石 　 膏
石 灰 石

凡例

ふ頭荷さばき地

野 積 場

上 屋

臨 港 道 路

緑 地

SOLAS条約
立入制限区域

No・

17 18



－10.0

－14.0

－4.0

－14.0

－14.0

(7.5m)

(－10.0m×1) (－7.5m×3)

(－10m×2)

－7.5 (－7.5)

(－7.5)
－8.0

展望台

北港第3号緑地

緩衝緑地大浜宮海線

大浜線

大浜線

大浜光ケ丘線

光ケ丘線

外港ふ頭２号線

高砂ふ頭線

管理上屋

UBE三菱セメント（株）
酒田サービスステーション

サミット酒田パワー（株）
ペレット倉庫

酒田海陸運送（株）
北港営業所

丸藤シートパイル（株）
酒田海陸運送（株）定温倉庫

（有）安藤運輸

（株）モトタテ

日建リース工業（株）

本間組山形（営）

登坂商店（株）

北日本車輌（株）

（有）池田シャープナー

（株）エコー

（株）みなと

花王（株）
酒田工場

（株）佐藤鉄工所

北
港
第
2
号
緑
地

大浜
宮海線

北港
第1号
緑地

北港
第1号
緑地

大浜宮海線

豊
川

古湊ふ頭線

古湊ふ頭線

臨港橋古湊線

古湊線

北防波堤 西護岸（離岸提）

酒田臨海1号線酒田臨海1号線

宮海北護岸線

〈北港地区〉 北

　護

　岸

（計画路線）

宮海

酒田共同火力
専用岸壁

青南商事
専用岸壁

宮海線

宮海第2号岸壁

　宮海船だまり
物揚場

流通業務 施設用地

国道７号

宮海第3号岸壁

日本海東北自動車道
酒田みなとI.Cへ接続

酒
田
共
同
火
力
石
炭
岸
壁

宮海第4号岸壁

宮海第5号岸壁

古
湊
ふ
頭

第２号
岸
壁

古
湊
ふ
頭
第１号
岸
壁

古
湊
係
船
杭

古
湊
ふ
頭

第３号
岸
壁

国道１１２号

国道１１２号

高砂第1号岸壁
（－13m×1）

高砂第2号岸壁
（－13m×1）

南
護
岸

酒
田
共
同
火
力
揚
油
ド
ル
フ
ィ
ン

（株）エコー

荘内トラックセンター（９社）

（株）平尾工務店

泉運輸（株）

西垣林業（株）西垣林業（株）

住友大阪セメント（株）酒田サービスステーション

一般社団法人 全日検 東北支部酒田現業所
日本通運（株）山形支店酒田海運（営）

（株）ムラヤマ （株）本間ゴルフ酒田工場

（株）青南商事

（株）酒田港リサイクル産業センター

鳥海カルシウム（株）

酒田共同火力発電（株）

（株）グリーン
システム

（株）岡部商店

酒田FRC
有限責任事業組合

（株）渡会電気土木

（株）ユーギシステム

サミット酒田
パワー（株）

JRE酒田風力発電所

酒田臨海2号線酒田臨海2号線

国土交通省東北地方整備局酒田港湾事務所

〈外港地区〉

●

●

●

●

●

●

●

●● ●
●

●
●

●

●
●

●

●

●●

●

●●
● ●

●

●

●
●

●
●

●

（株）エルデック

（株）テルナイト

東亜建設工業（株）山形（営）

日本製紙木材（株）酒田（営）

酒田カイハツ生コンクリート（株）

●
●

丸輝石油（株）

鍋元商店（株）

ダイカン物産（株）

（株）永田プロダクツ

●

●

● ●

●
●

● ●
●

●

●●●
●●

●

●

●
●

5

13

14

高砂第1号岸壁16

12

11

15

10

1

2

3

古
湊
ふ
頭

第３号
岸
壁

17

4

（株）酒田港リサイクル産業センター（株）酒田港リサイクル産業センター

日本通運（株）山形支店酒田（営）

古湊線古湊線

（株）モトタテ（株）モトタテ

（
ー
10.0m

）

（
ー
10.0m

）

（
ー
13.0m

）

●

江戸川木材工業（株）

（株）阿部製材所

TDK庄内（株）TDK庄内（株） 酒田木材工業団地協同組合（７社）
酒田植物検疫協会

酒田港
国際ターミナル

古湊
木材荷
さばき地

（株）エルデック
北港リサイクル施設

ＮＰＯ法人
山形県リサイクルポート情報センター
ＮＰＯ法人
山形県リサイクルポート情報センター

6 7 8 9

係 留 施 設（外港・北港地区） 将 来 計 画（外港地区・北港地区）
番

　
　
　
　
　号

延

　
　
　
　
　長

水

　
　
　
　
　深

現

　
　
　
　
　況

様

　
　式

バ
ー
ス

主
要
素
材

ト
ン
数

平
方
米
当

耐
重
力

施

設

名

称

照

明

装

置

建

設

年

度

エ
プ
ロ
ン
巾

主
た
る
用
途

管

理

者

構　　　　　　　　造 けい船数

山形県 平行式 有

有

無

無矢板式

杭　式

木材・鉱産品 鋼　矢　板 良好

鋼　矢　板
直立消波ブロック

鋼　　　杭

鋼 管 矢 板

鋼　矢　板

係 　 留

木 　 材
セメント

窯 業 品
金 属 類
骨 　 材
金 属 類

木 　 材

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

古 湊 ふ 頭
第１号 岸 壁

古 湊 係 船 杭

古 湊 ふ 頭
第２号 岸 壁
古 湊 ふ 頭
第３号 岸 壁

宮 海
第２号 岸 壁
宮 海
第３号 岸 壁

宮海船だまり
物 揚 場

1

2

3

4

5

6

7

m
２７０

m
－１３.０

－１０.０

－１０.０

－１０.０

－１０.０

－４.０

－７.５

トン
３.０

３.０

３.０

１.０

３.０

３.０

１

１

１

１

１

１

１

１８５

１８５

２５３

５０７

１７０

１３０

２０

２０

２０

－

１０

２０

２０

D　 W
５０，０００

１０，０００

１５，０００

１５，０００

５，０００

小型船舶

１５，０００

昭和５５～
　　５７年度

昭和４９～
　　５２年度
平成８～
　　１３年度
平成９～
　　１０年度

昭和５２年度

昭和４９年度

昭和５０年度

番

　
　
　
　
　号

延

　
　
　
　
　長

水

　
　
　
　
　深

現

　
　
　
　
　況

様

　
　式

バ
ー
ス

主
要
素
材

ト
ン
数

平
方
米
当

耐
重
力

施

設

名

称

照

明

装

置

建

設

年

度

エ
プ
ロ
ン
巾

主
た
る
用
途

管

理

者

構　　　　　　　　造 けい船数

山形県

山形県

青南商事

酒田共
同火力

矢板式 無

有

無

重力式

平行式

矢板式

杭　式

骨 　 材
雑 　 貨 鋼　矢　板

鋼　　　杭

良好

ケ ー ソ ン

鋼　矢　板

コンテナ

コンテナ

骨 　 材
金 属 類

石 　 炭

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

宮 海
第４号 岸 壁
宮 海
第５号 岸 壁
酒田共同火力
石 炭 岸 壁
酒田共同火力
専 用 岸 壁

高 砂
第２号 岸 壁

青 南 商 事
専 用 岸 壁

酒田共同火力
揚油ドルフィン

m
１３０

m
－７.５

－１3.０

－７.５

－７.５

－１４.０

－７.５

－１2.０

－１４.０

－７.５

トン
３.０

３.０

３.０

３.５

３.０

１

１

１

２

１

１

１

１３０

２７０

１６０

３２４

２８０

１８６.２

２０

２０

３０

２０

５０

D　 W
５，０００

５，０００

１５，０００

５，０００

５，０００

５０，０００

D　W
５0，０００
D　W
3０，０００

５０，０００

平成 ５ ～
　　６年度
平成 ２ ～
　　３年度

昭和５０～
　　５１年度
平成 ５ ～
　　１１年度

〃 有重力式 ケ ー ソ ン 〃高 砂
第 1 号 岸 壁 －１3.０ １１５２ ５０ ５0，０００ 平成 ８ ～

令和 ２年度

平成１６年度

昭和５０年度

昭和５０年度

8

9

10

11

12

13

15

14

番

　
　
　
　
　号

延

　
　
　
　
　長

水

　
　
　
　
　深

バ
ー
ス

ト
ン
数

施

設

名

称

エ
プ
ロ
ン
巾

主
た
る
用
途

管

理

者

けい船数

山形県 穀 　 物
原 　 塩
原 　 木
林 産 品〃古 湊 ふ 頭

第３号 岸 壁

高 砂
第１号 岸 壁

１

１

２3０

1２8

２０

５０16

17

石 　 膏
石 灰 石

凡例

ふ頭荷さばき地

野 積 場

上 屋

臨 港 道 路

緑 地

SOLAS条約
立入制限区域

No・

17 18



●休 館 日 月曜日（祝日の場合は開館）

 及び１２／２９～２／末日

●開館時間 ４月、５月、９月：１１：００～１８：００

 （夕日が見える日は、日の入りまで開館時間を延長）

 ６月、７月、８月：１２：００～１９：００

 （夕日が見える日は、日の入りまで開館時間を延長）

 １０月、１１月、１２月、３月：１０：００～１７：００

 （夕日が見える日は、日の入りまで開館時間を延長）

●入 場 料 無料　　●問合せ 0234-31-7117

●指定管理者 特定非営利活動法人山形県リサイクルポート情報センター

大浜ふ頭上屋

19 20

東ふ頭交流施設 SAKATANTO

■本港地区 ■外港地区・北港地区

196トン 3,600馬力 ・ ・ ・ 1隻

191トン 3,600馬力 ・ ・ ・ 1隻

166トン 3,100馬力 ・ ・ ・ 1隻

問合せ 0234-24-2360

 酒田曳船（株）

酒田市みなと市場
電源設備使用料　31円／kwh

使用料　23,067円／30分
※3分の１減免適用後料金

使用料　1,280円／30分
※3分の１減免適用後料金

第1、2 酒田プレジャーボートスポット
使用料 使用期間1月未満　135円/メートル・日

 使用期間1月以上　662円/メートル・月
問合せ 0234-33-8132

 酒田小型船舶安全協会

問合せ　　0234-25-0303

西ふ頭くん蒸施設
面積　618m

2

コンテナクレーン

古湊ふ頭上屋（天井クレーン設置、吊上能力：20t*1）

リーチスタッカー

宮海ふ頭上屋

北港緑地公園

●休　館　日 水曜日（５／３～６を除く）及び１２／３１～１／１
●開館時間 10：00～17：00
●入　場　料 無料
●問合せ 0234-26-5642
指定管理者 GOOD LIFE ISLAND 合同会社

就航航路　酒田－飛島　　乗船時間　75分
問合せ　　0234-22-3911

定期船とびしまフェリーターミナル 管理上屋（管理棟、トラックゲート）西ふ頭上屋

保管施設一覧

酒田港国際ターミナル全景
高砂西上屋、コンテナ・フレート・ステーション（CSF）上屋、コンテナヤード

名　　称 上屋寸法（縦×横×高さ）ｍ 面積（㎡） 容積（㎥）

西ふ頭上屋 本港 94.6 × 14.6 × 6.0 1,381 8,287

大浜ふ頭上屋 本港 80.0 × 26.0 × 5.7 2,080 11,856

高砂ふ頭西上屋 外港 100.0 × 30.0 × 7.0 3,000 21,000
高砂コンテナ・フレート・
ステーション（CSF）上屋 外港 40.0 × 25.0 × 9.3 1,000 9,300

古湊ふ頭上屋 北港 80.0 × 25.0 × 11.7 2,000 23,400

宮海ふ頭上屋 北港 100.0 × 30.0 × 6.0 3,000 18,000



●休 館 日 月曜日（祝日の場合は開館）

 及び１２／２９～２／末日

●開館時間 ４月、５月、９月：１１：００～１８：００

 （夕日が見える日は、日の入りまで開館時間を延長）

 ６月、７月、８月：１２：００～１９：００

 （夕日が見える日は、日の入りまで開館時間を延長）

 １０月、１１月、１２月、３月：１０：００～１７：００

 （夕日が見える日は、日の入りまで開館時間を延長）

●入 場 料 無料　　●問合せ 0234-31-7117

●指定管理者 特定非営利活動法人山形県リサイクルポート情報センター

大浜ふ頭上屋

19 20

東ふ頭交流施設 SAKATANTO

■本港地区 ■外港地区・北港地区

196トン 3,600馬力 ・ ・ ・ 1隻

191トン 3,600馬力 ・ ・ ・ 1隻

166トン 3,100馬力 ・ ・ ・ 1隻

問合せ 0234-24-2360

 酒田曳船（株）

酒田市みなと市場
電源設備使用料　31円／kwh

使用料　23,067円／30分
※3分の１減免適用後料金

使用料　1,280円／30分
※3分の１減免適用後料金

第1、2 酒田プレジャーボートスポット
使用料 使用期間1月未満　135円/メートル・日

 使用期間1月以上　662円/メートル・月
問合せ 0234-33-8132

 酒田小型船舶安全協会

問合せ　　0234-25-0303

西ふ頭くん蒸施設
面積　618m

2

コンテナクレーン

古湊ふ頭上屋（天井クレーン設置、吊上能力：20t*1）

リーチスタッカー

宮海ふ頭上屋

北港緑地公園

●休　館　日 水曜日（５／３～６を除く）及び１２／３１～１／１
●開館時間 10：00～17：00
●入　場　料 無料
●問合せ 0234-26-5642
指定管理者 GOOD LIFE ISLAND 合同会社

就航航路　酒田－飛島　　乗船時間　75分
問合せ　　0234-22-3911

定期船とびしまフェリーターミナル 管理上屋（管理棟、トラックゲート）西ふ頭上屋

保管施設一覧

酒田港国際ターミナル全景
高砂西上屋、コンテナ・フレート・ステーション（CSF）上屋、コンテナヤード

名　　称 上屋寸法（縦×横×高さ）ｍ 面積（㎡） 容積（㎥）

西ふ頭上屋 本港 94.6 × 14.6 × 6.0 1,381 8,287

大浜ふ頭上屋 本港 80.0 × 26.0 × 5.7 2,080 11,856

高砂ふ頭西上屋 外港 100.0 × 30.0 × 7.0 3,000 21,000
高砂コンテナ・フレート・
ステーション（CSF）上屋 外港 40.0 × 25.0 × 9.3 1,000 9,300

古湊ふ頭上屋 北港 80.0 × 25.0 × 11.7 2,000 23,400

宮海ふ頭上屋 北港 100.0 × 30.0 × 6.0 3,000 18,000



一般
URL:http://www.y-rikagaku.jp/ 

宮城県塩釜市貞山通三丁目 4-1 URL:http://www.forth.go.jp/keneki/sendai/

（事務局　山形県産業労働部県産品・貿易振興課）

URL:http://www.kmtcjapan.com/ 日本生命新橋ビル 4 階
高麗海運ジャパン

株式会社シノコー成本 (長錦商船株式会社日本総代理店)

（酒田港湾合同庁舎）

法務省仙台出入国在留管理局酒田港出張所

※（2）は2分の1減免適用後の料金である。

URL:http://www.sakata-kairiku.co.jp 

日本通運株式会社仙台支店ロジスティクス第二部酒田（営業）支店酒田海運重機建設営業所

以内まで

※定期コンテナ航路の外航船舶については、令和 3年 8月 1日以降
　の入港回数のうち偶数回目の入港に関して、入港料を免除する。

※定期コンテナ航路の内航船舶については、令和 5 年 6 月 1 日以
降の入港回数のうち偶数回目の入港に関して入港料を免除する。

コンテナクレーン

リーチスタッカー

３　天井クレーンを使用する場合は 1 時間当たり 4,890 円を加算する（天井クレーンを
　使用する時間が単位に満たない場合は、その単位まで引き上げる。）

４

まで
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東京都中央区日本橋二丁目13-10 日本橋サンライズビル 2 階　Tel.03-6281-8272　Fax.03-6251-8192　URL:http://seihon.sinokor.co.kr/

南星海運ジャパン株式会社 (南星海運株式会社日本総代理店)

東京都千代田区鍛冶町二丁目 9-12 神田徳力ビル 1 階　Tel.03-5843-6100　Fax.03-5843-6110　URL:http://www.namsung.co.jp/

■一般社団法人山形県国際経済振興機構
山形県山形市七日町三丁目 5-20 AIG 山形ビル 5 階　 URL:http://www.yamagata-export.jp/

Tel.023-687-1127 Fax.023-687-1129

(3) 上屋内事務室
(4) コンテナ管理施設

植物貿易検査業務調整室（山形県港湾事務所内）

山形県酒田市船場町二丁目 5 番 15 号  Tel.0234-26-5639

（酒田港湾合同庁舎）

（新潟港湾合同庁舎）

Tel.018-846-8280 Fax.018-846-8283 (秋田船川出張所) URL:http://www.forth.go.jp/keneki/sendai/

Tel.025-244-4401新潟県新潟市中央区竜が島一丁目 5-4 Fax.025-246-2730

Fax.023-630-2128

整備部 課

エネルギー

本 2 45 5361

産業労働 産業創造振興課産業立地室

企業立地 ・ 産業振興係酒田市地域創生部

URL:http://www. jetro.go.jp/jetro/japan/yamagata/AIG 山形ビル 4 階

URL:http://www.jesc-y.jp/ 

24h
24h
24h

24h
24h
24h
24h

Tel.023-630-2366　Fax.023-630-3371

（注）①R6.4.1 現在

　　　②使用料の算定についてはお問い合わせください。

12 円 10 銭
24 円 20 銭

Tel.023-630-2302

コスコシッピングラインズジャパン株式会社
東京都千代田区霞が関三丁目 2 番 1 号　霞が関コモンゲート西館 33 階　Tel.03-6328-2087　Fax.03-5532-5311　URL:https://world.lines.coscoshipping.com/japan

鈴与海運株式会社
静岡県静岡市清水区万世町二丁目 4 番 8 号　Tel.054-354-3101　Fax.054-354-3102　URL:https://www.suzuyomarine.co.jp/
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※当冊子の一部あるいは全部について、権利者の許諾を得ずに、いかなる方法に

おいても無断で複写・複製・転記・転載することは禁止されています。

事務局　　山形県産業労働部県産品・貿易振興課

023-630-337166

事務局　　山形県港湾事務所

5758

本

事務局　　酒田市地域創生部商工港湾課

Port of Sakata 2024

山形県


